
平成24年3月期 第2四半期決算短信〔日本基準〕（非連結） 

平成23年11月10日

（百万円未満切捨て）

上場会社名 株式会社 アールテック・ウエノ 上場取引所 大 
コード番号 4573 URL http://www.rtechueno.com/
代表者 （役職名） 代表取締役社長 （氏名） 真島 行彦
問合せ先責任者 （役職名） ビジネスマネジメント部長 （氏名） 中村 宏司 TEL 03-3596-8011
四半期報告書提出予定日 平成23年11月10日
配当支払開始予定日 ―
四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 無
四半期決算説明会開催の有無 ： 有 （機関投資家向け）

1.  平成24年3月期第2四半期の業績（平成23年4月1日～平成23年9月30日） 

（注）平成23年３月期第２四半期の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益につきましては、潜在株式は存在するものの、希薄化効果を有しないため記載して
おりません。 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期第2四半期 1,872 △3.8 551 15.6 547 15.8 352 △58.4
23年3月期第2四半期 1,946 △4.5 477 42.5 472 44.8 847 121.7

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年3月期第2四半期 3,581.04 3,573.02
23年3月期第2四半期 8,606.48 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

24年3月期第2四半期 7,964 7,210 90.4 73,248.57
23年3月期 8,493 7,235 85.2 73,499.16
（参考） 自己資本   24年3月期第2四半期  7,210百万円 23年3月期  7,235百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年3月期 ― ― ― 3,000.00 3,000.00
24年3月期 ― ―
24年3月期（予想） ― 3,000.00 3,000.00

3.  平成24年3月期の業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 4,239 0.8 1,146 14.7 1,158 15.0 752 △39.7 7,648.92



(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

4.  その他

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期2Q 98,444 株 23年3月期 98,444 株
② 期末自己株式数 24年3月期2Q ― 株 23年3月期 ― 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年3月期2Q 98,444 株 23年3月期2Q 98,444 株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きの対象外でありますが、この四半期決算短信の開示時点において、金融商
品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きが完了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、 
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、業績予想に関する事項は、添付資料P3「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）業
績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
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（１）経営成績に関する定性的情報 

  当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の影響による景気の落ち込みから回復基調にあるも

のの、欧州財政問題の深刻化や円高の長期化など、先行き不透明な状況で推移いたしました。 

 医薬品業界におきましても、後発品の普及促進、長期収載品の薬価引き下げ等の医療費抑制政策により引き続き

厳しい状況にあり、新薬開発が一層重要な課題となっております。 

 このような状況のもと、当社は製品価値の最大化に向けた販路の再構築や眼科・皮膚科領域における新薬の創出

を目指し、積極的に事業活動に取り組みました。 

  

 当第２四半期累計期間の売上高は、1,872百万円（前年同期比3.8％減）となりました。 

 利益面におきましては、売上総利益率が上昇した他、販売費及び一般管理費等の減少により営業利益551百万円

（同15.6％増）、経常利益547百万円（同15.8％増）、四半期純利益352百万円（同58.4％減）となりました。 

 なお、四半期純利益につきましては、前第２四半期累計期間に田辺三菱製薬株式会社とのライセンス契約の解消

に伴う受取和解金を計上したことから前年同期比で減少しております。 

  

 事業部門別の状況は次のとおりであります。 

（レスキュラ®点眼液） 

当社の主力商品であるレスキュラ®点眼液は、製品価値の最大化に向け、販売先との共同プロモーションに注力 

し、次の施策を行っております。 

①緑内障の早期発見を目指して眼科医を対象に眼底読影勉強会を積極的に開催するとともに、製品説明会等を通

じ、レスキュラ®点眼液の販売促進活動を行う 

②学会セミナーの開催や講演会記録集等の作成により製品特性等の情報提供を活発に行い、レスキュラ®点眼液 

 の認知度向上・普及促進活動に取り組む 

これらの施策にもかかわらず処方数やロイヤリティー収入の減少により、当第２四半期累計期間の売上高は795

百万円（同16.7％減）となりました。 

今後は、国内販売において他社製品との競合や薬価改定の影響等により厳しい状況が見込まれることから、日

本、中国、台湾、韓国及び北米地域を除く全世界でSucampo AG社（旧 Sucampo Manufacturing & Research AG社）

へ開発、製造及び商業化権のライセンス譲渡を行う等、グローバル化を推進し、ウノプロストンの事業収益の最大

化を図ってまいります。 

   

（Amitiza®カプセル） 

 当社は米国のSucampo Pharma Americas,Inc.社（以下SPA社）との北米地域における独占的製造供給契約に基づ 

き、慢性特発性便秘症及び便秘型過敏性腸症候群治療薬の受託製造を行っております。 

 当第２四半期累計期間の売上高は、円高に推移した為替の影響を受けたものの、便秘型過敏性腸症候群治療薬の

出荷数の増加により、1,039百万円（同10.7％増）となりました。 

   

（医薬品開発支援サービス） 

 医薬品開発支援サービスの当第２四半期累計期間の売上高は37百万円（同27.9％減）となりました。 

   

（２）財政状態に関する定性的情報 

（資産） 

 当第２四半期会計期間末における流動資産は6,566百万円となり、前事業年度末に比べ311百万円減少いたしま

した。これは主に売掛金が214百万円、棚卸資産が80百万円減少したことによるものであります。 

  固定資産は1,397百万円となり、前事業年度末に比べ217百万円減少いたしました。これは主に投資有価証券が

157百万円減少したことによるものであります。 

 この結果、総資産は7,964百万円となり、前事業年度末に比べ529百万円減少いたしました。  

（負債） 

 当第２四半期会計期間末における流動負債は445百万円となり、前事業年度末に比べ444百万円減少いたしまし

た。これは主に未払法人税等が280百万円、買掛金が116百万円減少したことによるものであります。 

 固定負債は307百万円となり、前事業年度末に比べ59百万円減少いたしました。これは主に繰延税金負債が55百

万円減少したことによるものであります。 

 この結果、負債合計は753百万円となり、前事業年度末に比べ504百万円減少いたしました。  

（純資産） 

 当第２四半期会計期間末における純資産合計は7,210百万円となり、前事業年度末に比べ24百万円減少いたしま

１．当四半期決算に関する定性的情報
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した。これは主に四半期純利益の計上352百万円があったものの、剰余金の配当295百万円、その他有価証券評価

差額金が93百万円減少したことによるものであります。 

 この結果、自己資本比率は90.4％（前事業年度末は85.2％）となりました。 

  

 当第２四半期累計期間末における現金及び現金同等物は、前年同四半期と比べ478百万円増加し、2,040百万円と

なりました。当第２四半期累計期間におけるキャッシュ・フローの概況は以下のとおりであります。 

  

 （営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動により得られた資金は、348百万円（前年同四半期957百万円減）となりました。これは主に法人税等の

支払があったものの、税引前四半期純利益の計上及び売上債権の減少によるものであります。 

 （投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動により使用した資金は、42百万円（同2,684百万円減）となりました。これは主に有形固定資産の取得

による支出によるものであります。 

 （財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動により使用した資金は、296百万円（同98百万円増）となりました。これは主に配当金の支払によるも

のであります。 

   

（３）業績予想に関する定性的情報 

 平成23年５月13日の「平成23年３月期 決算短信」で公表いたしました通期の業績予想から変更はありませ

ん。 

 なお、本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的

であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性がありま

す。  
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２．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

前事業年度 
(平成23年３月31日) 

当第２四半期会計期間 
(平成23年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,741,343 4,740,028

売掛金 477,360 262,719

製品 85,745 249,737

仕掛品 834,150 613,433

原材料及び貯蔵品 521,524 498,242

その他 218,211 202,691

流動資産合計 6,878,336 6,566,852

固定資産   

有形固定資産 565,379 521,475

無形固定資産 114,583 99,144

投資その他の資産   

投資有価証券 867,888 710,515

その他 67,280 66,260

投資その他の資産合計 935,169 776,775

固定資産合計 1,615,132 1,397,395

資産合計 8,493,468 7,964,248

負債の部   

流動負債   

買掛金 125,583 9,401

未払法人税等 451,600 170,628

その他 313,393 265,803

流動負債合計 890,577 445,833

固定負債   

繰延税金負債 259,353 203,576

役員退職慰労引当金 32,137 －

資産除去債務 70,600 70,826

その他 5,248 33,129

固定負債合計 367,340 307,532

負債合計 1,257,917 753,366

純資産の部   

株主資本   

資本金 653,987 653,987

資本剰余金 593,787 593,787

利益剰余金 5,505,534 5,562,734

株主資本合計 6,753,308 6,810,508

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 482,242 388,825

評価・換算差額等合計 482,242 388,825

新株予約権 － 11,547

純資産合計 7,235,551 7,210,881

負債純資産合計 8,493,468 7,964,248
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（２）四半期損益計算書 
（第２四半期累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

売上高   

製品売上高 1,746,528 1,772,923

ロイヤリティー収入 200,000 100,000

売上高合計 1,946,528 1,872,923

売上原価 669,546 609,253

売上総利益 1,276,982 1,263,669

販売費及び一般管理費 799,723 712,056

営業利益 477,258 551,613

営業外収益   

受取利息 1,537 2,297

受取賃貸料 5,252 5,565

保険返戻金 481 159

その他 384 904

営業外収益合計 7,656 8,927

営業外費用   

為替差損 12,248 13,231

営業外費用合計 12,248 13,231

経常利益 472,666 547,308

特別利益   

受取和解金 972,380 －

特別利益合計 972,380 －

特別損失   

固定資産除却損 472 164

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 5,979 －

特別損失合計 6,452 164

税引前四半期純利益 1,438,594 547,144

法人税、住民税及び事業税 477,242 165,703

法人税等調整額 114,095 28,908

法人税等合計 591,338 194,612

四半期純利益 847,256 352,531
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益 1,438,594 547,144

減価償却費 100,059 84,134

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 5,979 －

株式報酬費用 － 11,547

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 4,387 △32,137

受取利息及び受取配当金 △1,537 △2,297

為替差損益（△は益） 16,309 10,514

和解金 △972,380 －

売上債権の増減額（△は増加） △143,788 214,641

たな卸資産の増減額（△は増加） 54,690 80,006

前渡金の増減額（△は増加） △42,877 △29,742

前払費用の増減額（△は増加） 4,525 △5,108

仕入債務の増減額（△は減少） 79,861 △116,181

未払金の増減額（△は減少） 64,028 △50,312

未払費用の増減額（△は減少） △7,689 △234

前受金の増減額（△は減少） △4,949 11,066

その他 △24,503 66,805

小計 570,708 789,846

利息及び配当金の受取額 1,537 2,297

和解金の受取額 972,380 －

法人税等の支払額 △238,363 △443,780

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,306,263 348,363

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △18,333 △42,134

無形固定資産の取得による支出 △1,808 △677

定期預金の預入による支出 △2,700,000 △2,700,000

定期預金の払戻による収入 － 2,700,000

その他 △6,653 43

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,726,796 △42,768

財務活動によるキャッシュ・フロー   

配当金の支払額 △196,257 △294,970

リース債務の返済による支出 △1,254 △1,425

財務活動によるキャッシュ・フロー △197,512 △296,396

現金及び現金同等物に係る換算差額 △16,309 △10,514

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,634,354 △1,315

現金及び現金同等物の期首残高 3,196,116 2,041,343

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,561,762 2,040,028
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 該当事項はありません。  

  

  

 当社は、医薬品の製造販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。 

  

  

 該当事項はありません。  

  

  

 該当事項はありません。  

  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報等

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（７）重要な後発事象
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